
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 募 集 要 項 ◇ 

■募集内容 

 下記の「募集対象作品」に挙げた①～③の文学作品を読んで、他の人がその作品を読んで

みたくなるような表紙イラストを作成してください。なお、複数の募集対象作品に応募し

ていただいても構いません。 

 

■募集対象作品 

 ①『半七捕物帳：お文の魂』（著者：岡本綺堂） 

 ②『一本のわら』（著者：楠山正雄） 

 ③『六羽の白鳥』（著者：グリム兄弟, 訳者：楠山正雄） 

  ※募集対象作品のテキストデータは\showme\附属図書館\第 2回青空文庫表紙コンテスト

のフォルダにあります。また、本紙裏面の QR コードから読むこともできます。 

 

■応募資格 本学学生 

 

■応募規定 

 ①A4 判用紙 1枚（用紙の向きは縦、横を問わない）。手書き、電子データ（Windows 

 環境で読み込める形式であれば可）どちらでも可。別添の応募用紙に必要事項を 

記入の上、作品と共に附属図書館に提出してください。手書きの場合は、附属図書館 

カウンターに提出、電子データの場合は、図書館メールアドレス（flib@jin-ai.ac.jp） 

まで送信してください。 

②作成する表紙イラストの中には、必ず「募集対象作品のタイトル（[例] 半七捕物帳）」 

「著者名（訳者がいる場合には訳者名も）（[例] 著：グリム兄弟、訳:楠山正雄）」を 

入れてください。 

  ※応募用紙（電子データ）は、\showme\附属図書館\第 2回青空文庫表紙コンテストの 

フォルダにあります。 

 

■応募締切 平成 26 年 6 月 30 日(月) 

 

■賞 

 『半七捕物帳』優秀賞  １名 （副賞：図書カード 3,000 円分） 

 『一本のわら』優秀賞  １名 （副賞：図書カード 3,000 円分） 

 『六羽の白鳥』優秀賞  １名 （副賞：図書カード 3,000 円分） 

  ※該当者なしの場合があります。 

 
 

近年、著作権の切れた古い文学作品に、有名な漫画家が描いた表紙イラストを付けて 

販売する例が増えてきています。Web サイト「青空文庫」にはそうした著作権の切れた

文学作品がたくさんアップロードされています。皆さんも、そうした古い文学作品を 

読んで、感じたこと、心に残ったことを、表紙イラストにして表現してみませんか？ 

mailto:flib@jin-ai.ac.jp


■入選等発表 平成 26 年 10 月以降予定 

 

■審査委員 

 委員長 三和 優  （附属図書館長） 

 委員  重村 幹夫、前田 敬子 （幼児教育学科） 

前田 博子 （生活科学学科生活環境専攻） 

平塚 紘一郎（生活科学学科生活情報専攻） 

三谷 勝己 （生活科学学科食物栄養専攻）   

竹下 真弓 （附属図書館） 

 

■著作権 

 応募いただいた作品の諸権利は、仁愛女子短期大学附属図書館に帰属するものとします。

入賞作品及び応募いただいた作品は、図書館で所蔵の上、公開いたします。また、仁愛女子

短期大学及び附属図書館のウェブサイトや本学広報誌等において公表する場合があります。 

 

■募集対象の作品・作家について 

 ①『半七捕物帳：お文の魂』（著：岡本綺堂） 

  岡本綺堂（1872-1939）は劇作家、小説家。コナン・ドイルのシャーロックホームズ物を

原著でまとめて読んだことをきっかけに、江戸を舞台とした探偵小説の構想を得、1916 年

から『半七捕物帳』を書き始める。『半七捕物帳』は、「幕末のころ、江戸神田三河町に住

む岡っ引きの半七が、難事件を次々に解決していく物語」であり、「お文の魂」はその第 1

作目に当たる。同シリーズは 20 年間、68 篇（他、外篇 1篇）にわたって書き継がれた連作。

作中では、半七を「江戸時代に於ける隠れたシヤアロツク・ホームズ」と評している。 

 （青空文庫及び『日本現代文学大事典』（三好行雄ほか(編), 明治書院, 1994）より） 

 

 ②『一本のわら』（著：楠山正雄） 

  楠山正雄（1884-1950）は、演劇評論家、編集者、児童文学者。1915 年から児童読物の編

集・翻訳・再話を行った。『一本のわら』は『わらしべ長者』とも呼ばれ、『今昔物語集』

や『宇治拾遺物語』に原話が見られる。ある一人の貧乏な男が、最初に手に入ったものを

たいせつにせよという仏のお告げに従い、つまずいたときに手につかんだわらに、飛んで

きたアブをとらえてくくりつけ、それを始まりに次々と物々交換していくという物語。 

 （青空文庫、Wikipedia 及び『日本大百科全書（24）』（相賀徹夫(編集著作), 小学館, 1988）より） 

 

 ③『六羽の白鳥』（著者：グリム兄弟） 

  兄ヤーコルム（1785-1863）、弟ウィルヘルム（1786-1859）ともにドイツ説話学の創始者。

『グリム童話集』で有名。『六羽の白鳥』は継母の嫉妬から、魔法によって白鳥に変えられ

てしまった六人の兄王子を助けるために、六年の間、一言も口をきかずに六枚の肌着を縫

うことを課せられた妹姫の物語。 

（Wikipedia 及び『日本大百科全書（7）』（相賀徹夫(編集著作), 小学館, 1988）より） 

 
①半七捕物帳 ②一本のわら ③六羽の白鳥 

※応募対象の作品は、 

右の QR コードから 

読むことができます。 


